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一
昨
年
の
安
保
法
制
＝
戦
争
法
の
採
決

が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
と
き

も
安
倍
首
相
は
、「
イ
ラ
ク
戦
争
や
ア
フ
ガ

ン
戦
争
の
よ
う
な
場
合
に
、
武
力
行
使
を
目

的
に
し
て
戦
闘
に
参
加
す
る
こ
と
は
決
し

て
な
い
」「
集
団
的
自
衛
権
は
あ
く
ま
で
『
限

定
的
』
な
も
の
で
あ
っ
て
『
存
立
危
機
事
態
』

が
起
こ
っ
た
と
き
に
限
ら
れ
る
」
と
何
度
も

答
弁
し
ま
し
た
。
安
保
法
制
＝
戦
争
法
を
つ

く
っ
た
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
建
前
で
は

政
府
は
い
ろ
い
ろ
な
制
約
を
認
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
す
。 

そ
う
い
う
も
と
で
、
３
項
を
設
け
て
自
衛
隊

を
明
記
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
そ
の
場
合
は
、

た
と
え
２
項
を
残
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
２

項
の
死
文
化
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
３
項
で
「
た
だ
し
、
国
際
の

平
和
と
日
本
の
独
立
を
確
保
す
る
た
め
に

自
衛
隊
を
保
持
す
る
」
と
し
た
ら
ど
う
な
る

か
。
自
民
党
改
憲
案
で
は
、
そ
う
い
う
よ
う

な
内
容
が
規
定
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
は
自
衛
隊
は
２
項
の
制
約
か

ら
解
き
放
た
れ
て
、
海
外
に
お
け
る
武
力
行

使
は
文
字
通
り
無
制
限
と
な
り
ま
す
。 

ア
ベ
改
憲
案
３
項
を
付
け
加
え
る
？ 

 

ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏
の
書
簡 

「共
謀
罪
」に
懸
念 

「
共
謀
罪
」
法
案
を
め
ぐ
り
、
国
連
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関
す
る
特
別
報

告
者
が
、
人
権
を
制
約
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
の
懸
念
を
示
し
た
書
簡
を
安
倍

晋
三
首
相
あ
て
に
送
っ
た
書
簡
は
、
特

別
報
告
者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ナ
タ
ッ
チ

氏
に
よ
る
も
の
。
同
法
案
に
つ
い
て
、

他
の
法
律
と
組
み
合
わ
せ
て
幅
広
く

適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
権
利
や
そ
の
他
の
基
本

的
な
国
民
の
自
由
の
行
使
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
」
な
ど
と
懸
念
を
表
明

し
て
い
ま
す 

自
民
党
改
憲
草
案
、 

特
定
秘
密
保
護
法
等
に 

デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ケ
イ
氏
懸
念 

国
連
の
「
表
現
の
自
由
」
に
関
す
る

特
別
報
告
者
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ケ
イ
氏

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
教
授
）
に
よ
る

訪
日
調
査
報
告
書
の
全
文
が
３
０
日
、

公
表
さ
れ
た
。 

自
民
党
改
憲
草
案
に
つ
い
て 

日
本
国
憲
法
を
「
公
民
権
や
政
治
的

権
利
、
特
に
表
現
の
自
由
の
権
利
を
強

く
守
る
。
」
と
い
う
点
で
評
価
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
表
現
の
自
由
を
保
障
す

る
憲
法
２
１
条
に
、
自
民
党
の
改
憲
草

案
が
「
公
益
」
や
「
公
の
秩
序
」
を
害

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
は
な
ら
な

い
と
の
文
言
を
追
加
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
懸
念
を
示

し
た
。 

 

特
定
秘
密
保
護
法
に
つ
い
て
は 

「
政
府
側
に
よ
る
機
密
指
定
を
通
し

て
、
情
報
を
入
手
す
る
権
利
の
保
護
さ

れ
る
領
域
を
縮
小
し
た
」
と
指
摘
し

た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
政
府
に
雇
用

さ
れ
る
人
々
が
、
国
家
の
安
全
保
障
を

害
さ
な
い
公
的
な
利
益
の
た
め
に
情

報
を
公
開
す
る
こ
と
を
罰
し
な
い
よ

う
、
明
文
化
す
る
こ
と
も
勧
め
た 

「テロ等準備罪」（＝共謀罪）を

創設する法案 

委員会採決を省略して本会議

で強行採決「成立」 

国会の自殺行為は許されない 

これで「民主主義国家」？ 
参議院法務委員会で審議されていたテ

ロ等準備罪（＝共謀罪）を創設する法案が

何と委員会の採決を省略し本会議で採決

するという「奇策」で強行「成立」しまし

た。この法案は「テロ対策」とは口実で、

市民運動や労働組合などへの監視を合法

化しプライバシーに介入し弾圧する危険

なものです。法律専門家や国際ペンクラ

ブ・国連の人権理事会報告者からも懸念が

示され多くの国民が反対を表明し、慎重審

議を求めていました。にもかかわらず、行

われた今回の暴挙は国会の自殺行為であ

り国際社会からも民主主義国家としての

資質が問われます。断固抗議します。 

 

 

 道徳も「教科書」となって

しまうと使えと言われれば、

そうしなければ、ならない強

制力が生まれます。「選んでは

いけない！」出版社は存在し

ます。しっかり、見比べて、

意見を上げましょう。 

３項を設けると９条２項の死文化に道を開く 

 

「勝たなければ憲法改

正に影響」と 自民党

東京都連・下村博文幹

事長代行が発言‼ 
憲法を都議選の争点に位

置づける意味合いか？！ 

それなら、都議選では自

民党に大打撃をあたえて、

考え直してもらわなければ

なりません‼ 
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学校図書館司書の全校配置を！ 
「全国で唯一、読書科がある江戸川区」 
～ところが学校図書館司書の配置２３区内最低‼ 
                                   

 

６／２１（水）１３：３０  

都労連大会  

６／２３（金）１４：００本部 

都教組事務職員部大会 

江戸川区では昨年度から、１０校（すべて小学校）で学校図書館司

書が配置され、図書主任へのアンケートでは全校から「とても良かっ

た」という感想が寄せられました。しかし、区は今年度、配置校の拡

大をしていません。区は「全国で唯一『読書科』の設置」と誇ってい

ますが、超多忙な教員と父母・地域ボランティアまかせきり。他の区

では左図のように、ほぼ全校に図書館司書を配置、あるいは全校配置

計画をもっています。２３区最低の配置率なのに「読書科」を誇る江

戸川区。今後の区の姿勢が問われます。    

 江教組は今後、区教委、区議会等への要請を早急に行います。 

道
徳
教
科
書
展
示
会 

 

執
筆
者
に
も
注
目
し
ま
し
ょ
う
‼

 
 

《
会
場
で
気
に
な
っ
た
執
筆
者
》 

教
育
出
版
の
執
筆
者 

■
貝
塚
茂
樹
氏 

教
育
学
者
。
武
蔵
野
大
学
教
授
。
麗
澤
大
学
道
徳
科
学

教
育
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
。
放
送
大
学
客
員
教
授
。 

文
部
科
学
省
の
「
道
徳
教
育
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
」

の
委
員
、
中
央
教
育
審
議
会
専
門
委
員
等
を
歴
任
。 

日
本
教
育
再
生
機
構
理
事
。 

【
著
書
】 

『
学
校
で
教
え
た
い
日
本
の
偉
人
』
柳
沼
良
太
共
編
（
育

鵬
社
、2

0
1
4

年
） 

『1
3

歳
か
ら
の
道
徳
教
科
書
』
（
道
徳
教
育
を
す
す
め

る
有
識
者
の
会
編
、
育
鵬
社
、2

0
1
2

年
；
中
学
校
道
徳

教
科
書
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版)

の
編
集
者 

■
柳
沼
良
太
氏 

教
育
学
者
。
岐
阜
大
学
大
学
院
順
教
授
。
麗
澤
大
学
道

徳
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
。 

【
著
書
】 

『
初
め
て
の
道
徳
教
科
書
』（
道
徳
教
育
を
す
す
め
る
有

識
者
の
会
編
、
育
鵬
社
、2

0
1
3

年
；
小
学
校
道
徳
教
科

書
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
）
の
編
著
者 

 
 
 

東
京
書
籍
の
執
筆
者 

■
押
谷
由
夫
氏 

教
育
学
者
。
昭
和
女
子
大
教
授
。
放
送
大
学
客
員
教
授
。 

日
本
道
徳
教
育
学
会
会
長
。 

【
著
書
】 

2
0
0
1

年
度
よ
り
『
心
の
ノ
ー
ト
』(

文
部
科
学
省)

の
作

成
に 

携
わ
る
。 

行動予定 

退職された先生の紹介です。 

問い合わせは直接、業者へ 

不明の点があれば江教組へ 
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